
今号では前号に続いて2021年度の調査研究
「BIMオブジェクトライブラリデータの実用性の
検証」の研究成果の中から、「設備設計分野にお
ける標準 ver2．0の検討」を以下に報告する。

1 設備設計分野における標準ver2．0の検討
1） 設備設計分野における標準 ver2．0の対象範
囲の設定
設備設計分野での標準 ver2．0の想定範囲は、

プロジェクト段階の基本設計（S2）～引き渡し（S
6）であり、対象建物の規模・用途は、建築設計
分野と同じく延べ面積約10，000m2以下の事務所
と設定している。対象オブジェクトは、前記の想
定建物に通常設置される設備機器である。
2） 設備設計分野における標準 ver2．0の検討
従来検討してきたオブジェクト標準 ver1．0に

加えて、建築確認との連携、標準仕様書との連携、
用語の統一、実用性の向上、従来不足していた設
備機器の充実、引き渡しとコミッショニング対応
等の観点から、改善・拡充を実施した。
具体的には、
①オブジェクト標準 ver1．0で不足していた領
域（弱電、防災設備機器等）に関するオブジェク
ト標準を拡張した。

②設備機器で重要な維持管理・運用に引き渡す
情報の整理、設備機器のコミッショニングに
必要な情報を整理した。検討は建築BIM推
進会議のモデルプロジェクト（新菱冷熱工業つ
くば研究所）を対象に行った。

③建築確認のBIM活用を検討する部会3とサ
ンプル建物を共有し、建築確認に必要なオブ
ジェクト（防火ダンパー等搬送系部材、煙感知器等の
防災設備機器等）の属性情報の標準化を行った。

④従来よりbuilding SMART Japanが所掌し
ているため、別途としてきた搬送系要素（ダ
クト、配管、配線）とバルブ、ダンパー等のそ
れらに接続する部材の属性情報、機器接続情
報の整合性を図った。

⑤オブジェクト標準 ver2．0の前段階として、
オブジェクト標準 ver1．0に前記①から④を
修正・拡張したオブジェクト標準 ver2．0の
β版を作成し、それに適合するジェネリック
オブジェクトを作成した。

⑥メーカーオブジェクト作成支援のための、属
性作成・支援チェックソフトの整備、設備
CADベンダーのインポータ整備、実装に向
けた設備オブジェクトライブラリの拡充、関
連データベースの編成整備を進めた。

2021年度に追加したオブジェクト標準とオブ
ジェクトを表1に示し、この中で非常照明の属性
情報例を表2に示す。また、維持管理に引き渡す
情報例の一部を表3に示す。
3） サンプル建物での検討
前記1）及び2）のオブジェクトとオブジェクト標

準を前年度作成したサンプル建物に組み込み、オ
ブジェクトの振る舞いが正常であるか等を確認した。
用いた設備系ソフトウェアは、Revit-MEP、Re-
bro、CADWe'll Tfas/Linx、CADEWA Smart、
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FILDER Ceed、Design Draft である。図1～図
10にその一例を示す。
BIMを用いて建物をモデル化すると、例えば

3Dビューで立体的に建物と設備の関係を示す
ことで、専門的な2次元図面を見なくても、建物
の中での設備機器・ダクト・配管等の配置が容易
に理解できるメリットがある。またBIMソフト
ウェア上で、設備機器を選定し、属性情報を見る

カテゴリー 2021年度に追加したオブジェクト標準とオブジェクト

制気口 VHS、角型アネモ、丸型アネモ、排煙口

ダンパー 風量調整ダンパー、防火ダンパー、防火防煙ダンパー、SMD

バルブ 仕切弁、バタフライ弁、ボール弁

消火器具 屋内消火栓、スプリンクラーヘッド、アラーム弁、送水口、
末端試験弁、連結送水管放水口

防災器具 熱感知器（差動式）、熱感知器（定温式）、煙感知器、スピーカ、
発信機、受信機、非常照明

表1 2021年度に追加したオブジェクト標準とオブジェクト

表2 非常照明の属性情報の例

凡例：◎必ず記載する必須情報、●記載を推奨する推奨情報

表3 維持管理に引き渡す情報例の一部
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図1 設備のオブジェクトを組み込んだサンプル建物の外観

図2 1階総合3Dビュー 図3 1階空調配管設備図

図4 1階空調ダクト設備図 図5 1階非常照明設備図
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操作を行うと、当該設備機器の仕様、性能、寸法、
重量等の属性情報を確認することができ、建物レ
ベルからそれを構成する設備機器まで、形状、仕
様、性能等が即時に把握できることが大きなメ
リットである。したがって、BIMは設計図書を

作成するツールではなく、情報の集約ツールであ
るという認識がBIM先進国では浸透しつつある。

2 設備設計分野における標準 ver2．0の確
立に向けて
2022年度には、前年度に検討した標準 ver2．0
の β版を確定させるために、属性情報の仕様を
詳細に規定していく。またその内容を、2023年度
にテスト版として公開する予定のBIMライブラ
リのデータベースの編成整備につなげる予定であ
る。これには、新たに作成したオブジェクトの分
類コード設定や搬送系要素であるダクト、配管な
どとの接続情報の確認なども含まれており、実用
化へ向けての作業を進めている段階である。

図6 実施設計2（S4）3Dビュー（Revit） 図7 実施設計2（S4）建物全体設備3Dビュー（Revit）

図8 実施設計2（S4）RF設備3Dビュー（Revit） 図9 実施設計2（S4）3F設備3Dビュー（Revit）

図10 実施設計2（S4）1F設備3Dビュー（Revit）
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